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東京電力(株)福島第一原子力発電所のサブドレン水等の排水に対する要望書

に対する回答について 

 
弊社福島第一原子力発電所および福島第二原子力発電所における事故（以下「本件

事故」）により、福島県漁業協同組合連合会の皆さまに大変なご迷惑とご心配をおか

けしておりますことを、改めまして心より深くお詫び申しあげます。 

平成２７年８月１１日に受領いたしました要望書につきまして、下記のとおり回答

申しあげます。 

 
記 

 
（１～３．略） 

 
４．建屋内の水は多核種除去設備等で処理した後も、発電所内のタンクにて責任を持

って厳重に保管管理を行い、漁業者、国民の理解を得られない海洋放出は絶対に

行わない事 

（回答） 

・建屋内の汚染水を多核種除去設備で処理した後に残るトリチウムを含む水につい

ては、現在、国（汚染水処理対策委員会トリチウム水タスクフォース）において、

その取扱いに係る様々な技術的な選択肢、及び効果等が検証されております。ま

た、トリチウム分離技術の実証試験も実施中です。 

・検証等の結果については、漁業者をはじめ、関係者への丁寧な説明等必要な取組

を行うこととしており、こうしたプロセスや関係者の理解なしには、いかなる処

分も行わず、多核種除去設備で処理した水は発電所敷地内のタンクに貯留いたし

ます。 

 
（５．略） 

 
以 上 

 

写 
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